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県庁県民ホールで、上州三大祇園祭復活祭が開催され、沼田祇園祭・大

間々祇園祭・世良田祇園祭が一 

堂に会しました。高橋場町祭ばや 

し保存会も参加しました。 

 ６月議会に「戦争をさせない利根沼田実行委員会（木村朝次

郎実行委員長）」から提出されていた 請願第２号 政府に対し

て「国際平和支援法」「平和安全法制整備法案」（戦争法案）の

撤回を求める意見書提出を求める請願は、６月１８日開催の総

務文教常任委員会で審査が行われ、「継続審査」となってしまい

ました。本市の場合は「継続審査」は本会議に報告されません。 

 沼田市議会は昨年９月議会で、安倍政権が７月に行った「集

団的自衛権の行使を容認する閣議決定」に対し、「集団的自衛権

の行使容認しないことを求める意見書」を政府に提出していま

すので、その具体化の今度の法案には意見書を提出することが

当然ではないでしょうか。  

 しかし、４月の市議選でメンバーの変わった議会での審査の中では、

「安保・外交は国の専決事項である」などの使い古された意見も出るな

ど、非核平和都市宣言をしている沼田市の議員とも思われない発言もあ

り、昨年の意見書に賛成した議員からも「意見書の提出を求める」発言

もなく、委員長一人が「昨年の意見書提出から考えても、今回も何らか

の行動をとるべきではないか」などと発言し、意見書提出の必要性を訴

えていましたが、委員ほとんどが「継続審査」を主張しました。 

参加した高橋場町祭ばやし保存会若手のみなさん 


